
森林鉄道・軌道の歴史 
特撰 森林鉄道情景：西裕之2014 

全国森林鉄道：西裕之2001 
井口光 



森林鉄道・軌道の歴史 
• 森林鉄道・軌道が必要になった歴史的背景 

管流し及び川流しは増水を待たなければならず安定供給が難しかった 
明治以降の急速な木材需要に追いつけなくなっていた 
御料林・国有林の木材を損傷を少なく運ぶ手段が必要だった 
農業用水・飲料水確保のための堰・ダム建設が始まった 

 

東北森林管理局：伐採・運材の歴史 ふるさと坂下：木曽式伐木運材法 



森林鉄道・軌道の発展 

• 河川運材が困難になると森林鉄道・軌道が急激に増加 
ほとんどの鉄道・軌道は国有林・御料林からの搬出のために敷設された 
そのため農商務省山林局や宮内省帝室林野局、北海道庁が敷設・運行する
官営だった 

 
• 明治29(1896)神奈川県丹沢の御料林に初の木軌道が敷設 
• 明治34(1901)帝室林野局の阿寺御料林で鉄軌道が用いられる 
• 明治39(1906)津軽森林鉄道建設開始 
• 大正10(1921)温根湯・置戸森林鉄道 

           日本林業技術協会 林業技術史より 

 



戦後の森林鉄道・軌道 

• 昭和22(1947)GHQにより山林局・帝室林野局・北海道庁の林野
行政が農林省林野庁に統一 
同時に各局で管理されていた森林鉄道・軌道も林野庁に統一管理される
ようになる 
 

• 昭和30年代までは主流な搬出方法だった 
• 千葉・東京・大阪・福井・香川 
 長崎・佐賀・沖縄以外の県には全て存在した 

 
 



森林鉄道・軌道の衰退 
• 昭和40年代以降急速に廃止 

資源の枯渇 
伐採方法の変化：皆伐から択伐へ 
固定資産の耐用年数基準の厳格化 
薪炭材需要の減少 
道路条件の改善 

 
• 平成21年(2009)安房森林鉄道の土埋木・風倒木の搬出終了 

  林業用としての森林鉄道・軌道が無くなる 



森林鉄道と森林軌道 

明治28年の定義 
• 森林鉄道 

緩勾配・緩曲線、路盤・軌条重量が大、牽引が蒸気機関車の幹線路線 
• 森林軌道 

軌道条件が上記以下、畜力・人力・内燃機関車 

昭和28年 林野庁森林鉄道保安規定 
• 1級線：40‰・最小曲線半径30m以上・軌条10～22㎏・道床100㎜ 
• 2級線：50‰・10m以上・9㎏・70㎜ 

 

全国700路線のうち1級線は130程度：8割が森林軌道だった 
 



土木軌道と作業軌道作業終了後は資材の再利用のため撤去

するため遺構や資料が極端に少ない 

 • 道床があるものを主に土木軌道と呼んだ 
• 作業軌道は桟橋状軌道が続く 



インクライン 

• 架線集材の代わりに急峻な地形の場所
で敷設されていた 

• 大量輸送のネックとなることから索道
へと変化した 
 



現在も各地に残る遺構 

・森 林 鉄 道・林 用 軌 道 ホームページ 
森と親しむ相談室 東京大学
秩父演習林の森林軌道など  

編集長敬白 ついに水没する「三弦橋」 



森林鉄道遺産の 
地域資源的価値付け 

井口光 



論文 

山形県真室川町における森林鉄
道の保存機関車の活用 ―地域資
源の価値づけとその内外への発
信に着目して― 中牧 崇 2016 

高知県中芸地区の森林鉄道遺産 
西田紀子 2008 



全国の森林鉄道
遺構の利用 

• 丸瀬布森林鉄道 
• 真室川森林鉄道 
• 赤沢森林鉄道 
• 魚梁瀬森林鉄道 
• 安房森林鉄道 

 
 



魚梁瀬森林鉄道 

• 日本三大杉美林（秋田・吉野）である魚梁瀬
杉の搬出を目的に1907年国内で3番目の森林
鉄道として開通 

• 全盛期は総延長250kmの路網を張り巡らせて
いた 

• 1964年車道の開通とともに廃止 
• 2009年経済産業省の近代化産業遺産群と国の
重要文化財に指定される 
 
 



魚梁瀬森林鉄道の遺構の特徴 
• 急峻な地形に敷設されたため戦前の貴重
な土木建築物が密集している 

• 一連の鉄道施設が残っている 
• 国有林経営史の一側面としての価値 



真室川森林鉄道 

• 林業の町として発展してきた真室川町 
• 歴史民俗博物館の展示品として町長が営林局
へ譲渡を申し入れる 

• 動態保存を条件に譲渡決定 
 

• ホテルと協力して外部発信 
• 保存のために観光資源化していく 



森林鉄道の遺構は観光資源になる 

• 森林鉄道の魅力 
森の中を開放感溢れる車両で走るロマン 
普段は入れない線路に入れる 
森林の四季の移ろいも楽しめる 

 
• 何もない山村では特に貴重な観光資源の可能性 
• 見せる林業・観光林業としても期待できそう 
 
産業遺産の保存の資金を集めるためにも観光業との協力が重要 
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